
捜査一課の反訳文 被害者と原告との会話

オデリア：私、今とっても酔っ払ってる。
被告人 ：うん。いいじゃない。
オデリア＆おねがい、･おねがいだから、それを私にやらせないで欲しいの．
被告人 ；ビデオ・
オデリア：いや。ごめんなさい、信じられないわ。
被告人 ：どうして？
オ壽リァ：私、めちゃめちゃ酔っ払ってる感じ．もう、･いや｡おねがい｡
被告人 ：ダンスしたほうがいいよ。
.オデリア：あなたに本当のこと言うわ。
被告人 ：うん。
オデリア：わかったわ;.それ止めて。（ビデオをどけるような仕草を示す｡）馬鹿げている。

心から外へ。あなたは好き？あなたは正直な（聴取不龍）受け取ってもらいた・
い”私は悪い感じではないんだけ'ど、恥ずかしいの。だぷん、私としてはくい

ﾔ

。<つかの設階を経る必要があるの。理由ばわからないけど、私はこれが好きじ
ゃない。私は私の蛎取不能）と一緒にダンスした方がいい。 私は分からな
い。だけど、あなたには言うけど、私、本当に酔っ払っちゃった。初めにあな
たに言ったと思うけど､私ば酒をあまり飲む女じゃない．の｡た蕊ん､(聴取不能)‘
あなたに言いたいんだけど・・・ 口

被告人 ：俺は温かくして飲む。これ飲みな･さい。とにかく飲みなさいも
オデジア：あなたにお願いしたいんだけど。私のこと雀許してくれる？
被告人 ：飲みなさい｡
(オデリア:.何？
被告人：飲み茄さい。これを飲んだ後一緒にコーヒーを飲もう。いいかい？ 。。
オデリア：あなたに言うけど、私今、目も開けられない。．
被告人 ：（笑う）オーケー。乾杯！ 飲め。
オデリア；聞いて。私ほ私の人生でずっと承トレスを感じていたの｡．。

① ÷ ●

被告人 ：オーケー。全でを忘小なさい。． ： ． ．
● G

オデリア：私はコントロールできる。だけど、たぶん今はとても酔っ払っているの｡・ねえ、
や

次はどうなるの？私は（聴取不能）を着た。私は私の（聴取不能）だから、私．
は眠る｡豊私が眠っている間は、何も起こらないわよ･

被告人 ：そうだよ。
オデリア：私はぐっすり眠るだけ。
被告人：オーケー。
オデリア：私は本当に酔っていても､自分の生活を本当にコントロールできると思う。
被告人 ：どうやって？ ，
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オデリア：私は自分の限度が分かっている。私には限度がある。アルコールの蹴が少しで
も。どうなるか。私は何のためにここにいる？眠ること。分かってくれる？私
はそうすることにしたの。この後は、夜は終わり。もし私が私の手をあなたに
動かしたら、私は死んだように眠る。何もない。あ-あ。

◆､

被告人 ：オーケー。
オデリア：正直に話すけど、あなたは、本当に（聴取不能）だけど、お互いを知るのには

時間がかかるの。私はとても保守的な女。．
～中 断～

F

オデリア：私はセックスを見せたいけど、することは何もない｡問題ない。あなたは私と
セックスをしたい、問題ない。とても(聴眼不龍)、問題ない。
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裁判所内日本記録士協会の反訳文

オディリア_ _nfack l
(M :男性の声;F :女性の声）

F:私、今は本当に、本当に酔っ払っているわ。
M:そんなことないよ。もう少しだけ。
F:だめ、だめ、お願い。本当に酔いがまわってしまっている感じ。
M:ほんのもう少しだけ。
F:だめ、だめ、だめ、お願い。

ごめんなさいね。なんだかお行儀がわるくて。
M:大丈夫。
F:ほんと、とても、とても酔っているわ。

あ～、だめよ、お願い
M : 踊ろうか？
F:だめ、出来ないわ

ほんとのことを話すわね。OK・あだめ。まつすぐにしていて。
M : 0 K

F:あのね、あのね、正確かどうかわからないけど、心から出てくることをね。
あなたは、あなたは、正直にものごとを受取ることが出来ることが好きよれ。

① ①

わたしは、誰かに投資されていると感じることが嫌いなの。
多分、例えば、仕事していると感じることが必要なの。今は、それがないけど。
どちらかと言えば、今は、めくらの絵描きのような、いやな（くそったれの）酔っ払い
よ。

学ばなければ。私たちは学ぶわ。
最初に話したように、わたしはそんなにアルコール飲料に強くないのよ。
多分、この辺で、セックスにする？コーヒー飲むわ。
なにかするには、もう、ぼんやりしてきているわ。

M:ホットコーヒーのほうがいいよれ？
F:ええ。何か飲まなきゃ。
M: OK。飲んで。
F:私を紹介してくれるため署名をしないで欲しいわ。
M:大丈夫。歌うことがすきなだけ。飲んで。
コーヒーを飲んだら行こう。それを飲んで。

F:あのね、話しをしたいんだけど。う～ん、目を開けていることが出来ないわ。
M:(笑い声）
OK・手を貸して。
F:う～ん。アンテイル諸島のワインをみんなに上げたいわ。(M : OK｡)私はコントロー
ルできるのよ･でも、今は、どうかな～・これから、次のステージに入りましょう。こ
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こに、（これを枕にして）私の頭をおいて(M:笑い声)、それから、眠りに入るの。そして、眠っているあいだに、何かがおきているの。
美しいい眠りに入るの。

M : 0 K °

F:今は､本当に､本当にどんなに酔っ払っても､でも,本当に私は自分の人生をｺﾝﾄﾛｰﾙできるとおもう。
M:そうだね。

F:私は、私の限界を知っているわ。最小限の量のお酒を飲んで、頭をここにあてて、そして眠るの。
M :うん。

F:それが解る？
M:うん。

F:そして全部ことがすんだら、その後で、私のしたいことは、眠ること。M:うん。

F:でしょう。何にもない。あ～あ。
正直いって、あなたはほんとにナイスガイだわ。でも、お互いを知り合うには時間がかし 巳

かろお-．剰時 〕一マー采ノロー生圭一，ー．かるわ｡私は、とても保守的な人間よ。
ええと、このコーヒーは随分もつわね。
シャワーをあびて、セックスして、そして何もなし。
何かしなければ･男性がいるんだから。問題ないわ。
あなたはセックスしたいのでしよ。問題ないわ。
それは当たり前のことよ･問題ないわ。

M:(笑い声）
r↑：う～ん。
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